
▲佐野美術館で開催「紙の日本刀を
作ろう！」、ＱＲコードはブログ

文
化
情
報
の
収
集
・
提
供
を
拡
充

　

み
し
ま
の
文
化
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
平
成
26
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

市
民
が
主
体
的
、
自
発
的
に
行
う
文

化
活
動
や
文
化
交
流
が
盛
ん
と
な
る

よ
う
に
、
ブ
ロ
グ
で
の
情
報
発
信
や
文

化
を
担
う
人
た
ち
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
、
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
支
援
、
運
営

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
た
感

想
や
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
へ
の
反

応
が
あ
る
と
嬉
し
く
、
や
り
が
い
に

感
じ
て
い
ま
す
。

　

文
化
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ひ
と
つ
ひ
と

つ
、
ど
ん
な
人
が
、
ど
ん
な
思
い
で
開

催
す
る
の
か
、
ど
ん
な
作
品
に
出
会

え
る
の
か
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
お

伝
え
す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

シビックプライドとは…�まちに誇りや愛着を持ち、主体的にまちづくりに関わること。�
当事者意識の高い市民がこのまちの主役です。

みしまの文化 
応援プロジェクト
代表　住麻紀さん

市 活 団民 動 体
コ ナ応 援 ー ー

このコーナーは、毎月１日号で、市内で活動する皆さんの主催するイ
ベントや会員募集を紹介するものです。
掲載申込みの詳細は、市ホームページをご覧ください。
問広報広聴課☎983・2620 三島市　市民活動団体応援

講演会「親と子のしなやかな心を育てる」

時３月９日㈯午後１時 30 分～３時 30 分
場市民活動センター第１・２会議室（本
町タワー４階）内イライラ・怒りの感情
の整え方を学び、家族との関係を改善、
子育てを楽しむための講座講戸部浩美さ
ん費無料対０～６歳の保護者定先着 50 人
申講演会申込フォーム https://bit.ly/2Ep
Hm1h 問三島「親育ち」を応援する会・�
広海☎ 090・9906・6582

第 67 回新春書道展

時２月８日㈮～11 日（月・祝）午前 10 時～
午後５時（８日は午後１時から、11 日は午
後４時まで）場生涯学習センター３階市民
ギャラリー内子供たちの書展。市長賞をは
じめとする表彰あり問新興岳南書作家協
会・久保田☎ 975・3195

第 36 回三島書作家協会展

時２月８日㈮～11 日（月・祝）午前 10 時
～午後５時（８日は午後１時から、11 日

は午後４時まで）場生涯学習センター３
階多目的ホールほか内漢字・かな書道作
品展示、11 日午後１時 30 分から同セン
ター前庭筆塚にて使用済みの筆に感謝
し、焼納する「筆塚祭」を開催※参加自
由費無料問久保田☎ 975・3195

フォトアート三島第 24 回写真展

時２月 14 日㈭～ 17 日㈰午前９時～午後
６時（17 日は午後４時まで）場生涯学
習センター３階市民ギャラリー内メン
バー 11 人による写真展費無料問フォト
アート三島事務局・齋藤☎ 971・2791

伊豆ハイキングクラブ 
第 24 回山と文化展開催

時２月 21 日㈭正午～午後５時、22 日㈮
午前８時 30 分～午後３時場韮山文化セ
ンター時代劇場映像ホール（伊豆の国市
四日町）内会員の絵画、写真、手工芸、
ビデオの展示費無料問柳澤☎ 987・6903

第 15 回響け♪愛のソナタ 
チャリティーコンサート in 三島

時 ４月 27 日㈯開場午前 11 時 30 分、
開演午後０時 30 分～４時、場市民文
化 会 館 大 ホ ー ル費3,000 円問 民 芸 衆
団 奏

ソ ナ タ
鳴 曲・ 高 岡 ☎ 090・7313・2337�

*mingeisyuudansonata@yahoo.co.jp

NPO法人エンジョイスポーツ三島 
教室発表、体験イベント

時２月 16 日㈯午前９時～午後２時、
当日受付午前８時 30 分場市民体育館�

内太極拳、柔道、ハイパー・テニス、幼
児・児童体育、フットサル、トランポ
リン体験費無料持体育館シューズ、タ
オル、飲み物注早めに終了する場合あ
り問NPO 法人エンジョイスポーツ三島�
☎ 080・3603・4809
三島ジュニアバドミントンクラブ 

会員募集
時４月～ 2020 年３月毎週土曜日午前
９時～正午場東小学校費年会費 12,000
円、 入 会 金 1,000 円、 保 険 料 800 円�
対2019 年度新小学３年～新５年生定10 人
問中野☎ 090・6075・8993

第 41 回静岡県東部鉢花展覧会

時３月９日㈯午前９時～午後４時
30 分、10 日㈰午前９時～午後２時
場楽寿園展 20 示場内県東部地域で
生産される鉢物。花壇苗などを展
示 ※ 各 日 先 着 300 人 に 苗 の 無 料 配
布問静岡県東部鉢物研究会・森本�
☎ 080・5134・7560
知的障がい者の自立生活ドキュメン
タリー映画「道草」上映＆トーク

時3 月 21 日（木・祝）午後１時～４時 45
分場生涯学習センター３階講義室内知的
障がい者の地域生活を迫ったドキュメ
ンタリー映画の上映と映画に登場する
リョースケさんの父親のお話費無料対ど
なたでも申・問３月 16 日㈯までに自立
生活センターアシストミル☎ 976・3432

平成 30 年 1 月１日号への掲載の申
込みは、11 月 16 日㈭までに、広報
広聴課*kouhou@city.mishima.shiz
uoka.jp、℻ 983・2719

文化

その他

平成 31 年４月１日号への掲載
の申込みは、２月 26 日㈫まで
に、広報広聴課
*kouhou@city.mishima.shizu
oka.jp、℻ 983・2719

子育て・教育

スポーツ・健康
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郷土資料館☎ 971・8228

　
今
回
は
箱
根
西
麓
の
山
中
に
あ
る

集
落
、
玉
沢
を
紹
介
し
ま
す
。

　

玉
沢
は
、
元
の
地
名
を
大お

お
き
ざ
わ

木
沢

と
い
い
、
箱
根
山
中
で
大
き
な
木

が
何
本
も
そ
び
え
水
が
湧
き
出
る

谷
間
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
始
め

（
一
六
〇
三
）
に
日
蓮
宗
の
名
刹

「
経き

ょ
う
お
う
ざ
ん
み
ょ
う
ほ
っ
け
じ

王
山
妙
法
華
寺
」
が
移
転
し
て

く
る
に
あ
た
り
、
そ
の
寺じ

り
ょ
う領

（
朱
印

地
）
と
な
り
、
伽が

ら
ん藍

（
寺
院
の
建
築

物
）
が
建
造
さ
れ
ま
す
。
地
名
の
由

来
は
、「
玉ぎ

ょ
く
せ
ん泉
の
境
に
宗
門
の
法
水

が
伝
え
ら
れ
、
衆し

ゅ
じ
ょ
う生に
沢め

ぐ
みを
得
さ
し

む
る
」
と
い
う
趣
旨
で
「
玉
沢
」
と

称
し
た
と
い
い
ま
す
。

　

寺
の
移
転
の
後
、
寺
を
支
え
る

人
々
が
門
前
や
寺
域
に
定
住
し
、
七

軒
百
姓
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
七
軒
百

姓
は
寺
か
ら
土
地
を
分
け
て
も
ら

い
、
寺
の
手
伝
い
賃
を
も
ら
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
山
中
の
集
落
な
が

ら
植
林
・
炭
焼
き
な
ど
林
業
は
成
立

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
谷
田
か
ら
玉
沢
を
通
り
三

ツ
谷
新
田
に
通
じ
る
細
い
玉
沢
道
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
に
東
海
道
西

坂
を
進
む
大
名
行
列
な
ど
を
避
け
た

旅
人
の
裏
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）、
妙
法

華
寺
か
ら
集
落
が
独
立
し
て
一
村
と

な
り
、
玉
沢
村
が
成
立
し
ま
す
。
明

治
二
十
一
年
の
戸
数
は
十
九
戸
で
し

た
。
住
民
は
、
寺
の
山
を
開
墾
し
、

畑
作
や
養
蚕
、
馬
の
飼
育
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
乳
牛
も
飼
う

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　　

妙
法
華
寺
は
、
日に

ち
れ
ん
し
ょ
う
に
ん

蓮
聖
人
の
弟
子

六
老
僧
の
第
一
で
あ
る
日

に
っ
し
ょ
う
し
ょ
う
に
ん

昭
上
人

が
鎌
倉
に
建
立
し
た
寺
で
す
。
十
六
世

紀
前
半
に
戦
乱
を
避
け
越
後
国
（
新
潟

県
）
村
田
へ
逃
れ
、
一
五
九
四
年
に

修
善
寺
加か

ど
の殿
の
妙
法
寺
内
に
移
転
し
、

一
六
二
一
年
伽
藍
造
営
の
完
了
を
受
け

て
玉
沢
の
地
に
移
り
ま
し
た
。

　

こ
の
移
転
に
尽
力
し
た
の
が
、
徳

川
家
康
の
側
室
養よ

う
じ
ゅ
い
ん

珠
院
お
万ま

ん

の
方か

た

と

英え
い
し
ょ
う
い
ん

勝
院
お
勝か

つ

の
方か

た

で
す
。
お
万
の
方

は
、
紀
州
頼よ
り
の
ぶ宜

公
と
水
戸
藩
祖
頼よ

り
ふ
さ房

公
の
生
母
で
熱
心
に
日
蓮
宗
を
信
仰

し
て
い
ま
し
た
。
彼
女
ら
の
援
助
を

受
け
、
妙
法
華
寺
は
広
大
な
寺
域
に

七
堂
伽
藍
を
構
え
二
六
〇
余
棟
の
壮

麗
な
伽
藍
堂
舎
を
備
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
十
八
世
紀
後
半
の
火
災
に

よ
り
多
く
の
伽
藍
を
失
い
ま
す
。

　

ま
た
十
九
世
紀
初
め
、
住
職

日に
っ
か
ん
し
ょ
う
に
ん

桓
上
人
（
一い

っ
ぴ
ょ
う瓢

）
は
俳
諧
に
優

れ
、
小
林
一
茶
な
ど
と
親
交
を
結
ぶ

一
方
、
玉
沢
の
復
興
に
も
努
め
ま
し

た
。
書
院
や
庫く

り裏
な
ど
多
く
の
建
物

の
造
営
を
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

幾
多
の
移
転
や
災
害
に
あ
い
な
が
ら

も
、
日
蓮
聖
人
由
来
の
宝
物
は
代
々

大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

桜
や
紅
葉
の
名
所
と
し
て
市
民
の

憩
い
の
場
で
も
あ
る
山
里
の
玉
沢
で

す
が
、
近
年
大
き
な
変
化
を
迎
え
て

い
ま
す
。
玉
沢
集
落
の
す
ぐ
近
く
に

三
島
総
合
病
院
と
静
岡
県
総
合
健
康

セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
こ
と
、
伊
豆
縦

貫
自
動
車
道
の
三
島
玉
沢
イ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
で
、
周
辺
道
路

の
車
の
通
行
が
格
段
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

静
か
な
山
の
村
は
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
激
し
い
流
れ
に
さ
ら
さ

れ
、
人
々
に
沢め

ぐ
みを
与
え
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

郷土資料館では刀剣乱舞コラボ企画として復元刀を展示していま
す。開催期間は２月 24 日㈰までです。

地
域
の
歴
史　
玉た
ま
沢ざ
わ

▲現在の玉沢集落
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ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
小
学
校
の

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
を
や
っ
て
い
て
、
横
断

歩
道
で
ぼ
く
た
ち
の
登
下
校
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
趣
味
で
野
菜
作
り

を
し
て
い
て
、
取
れ
た
て
の
野
菜
や
旬
の

野
菜
な
ど
を
く
れ
ま
す
。
苦
手
な
野
菜
で

も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
作
っ
た
野
菜
な
ら

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
動
会
な
ど
の
学
校
の
行
事
で
は
、
必

ず
僕
を
見
に
来
て
く
れ
て
い
て
、
う
れ
し

い
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
ぼ
く
の
成
長
を

見
守
っ
て
欲
し
い
で
す
。

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

当
番　

い
け
や　

こ
う
す
け 

さ
ん
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